
＜校務利用＞ ③ 予算内の最適解を導き出す 効率化の新たなアプローチ

札幌市立中央小学校（北海道）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A2

●背景と課題
予算内の物品選定における従来の課題
①パターンの算出、計算作業に時間がかかる
②人的ミスの発生リスク
③最適解の選定の困難さ

●組み合わせ条件の提示
・予算の提示
・品目、単価の提示

●モデルケースから一般化したマクロファイルを作成

●成果と課題
今まで表計算ソフト上で組み合わせ計算をして試行錯誤して

いた作業が、組み合わせの最適解をすぐに提示されることに
よって作業効率が上昇した。
マクロファイルの維持、更新にマクロの専門知識が必要で普

及には課題が残る。

●NEXT STEP
GPTsでこのプログラムをBot化させる。GPTs作成のプロン

プトも生成させることで、作成時間を短縮できた。共有リンク
を用いることで職員の誰もがプロンプトゼロで数値を打ち込む
だけで物品購入の最適解を導きだすことができるようになった。
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